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The Sequence of Disarmament Operations in Karamoja, Northeastern Uganda
Hazama Itsuhiro*
In Karamoja, northeastern Uganda, which borders Sudan and Kenya, the infl ow of 
automatic rifl es from neighboring Sudan and from Ugandan government troops began 
in the 1970s, through exchange and raiding.  The pastoral Karimojong, Jie, Dodoth, 
Tepes, and Pokot have a history of shifting alliances and low-intensity confl ict (LIC) 
revolving around cattle raiding using guns.  The Ugandan government has disarmed 
the pastoral peoples in the past, and it began a new disarmament program, which these 
people call ‘harvesting guns,’ in 2001.  This has resulted in an arms imbalance among 
groups, an increase in raids by groups that still possess guns, and many refugees from 
the disarmed groups.  In addition, the forcible disarmament involves cordon and search 
tactics and torture in the army barracks.  This paper examines the sequence involved 
in implementing the disarmament program in Karamoja and describes the essentialist 
frame that justifi es the state dominating the pastoral peoples of the Karamoja, using 
physical violence combined with politics, administrative measures, and the military, 
and how their cooperation tragically leads the local people to a critical predicament.  It 
also describes the history of the infl ow of automatic rifl es and their current use in the 
society.  It is elucidated how “othering” poses an unjust threat to the daily lives of the 
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だが，1980 年代以降に顕著になったと地元の住民は話している．カリモジョンの 10 の地域集
団は旧植民地政府であった英国政府によって公式に認定され，それにおうじて新設された行政
的な郡，ボコラ（Bokora），マセニコ（Matheniko），ピアン（Pian）によって 3 つに分割され




































































実が指摘されている［Dietz et al. 2005］．さらにその西隣に暮らす牧畜民トゥルカナ（Turkana）


















しめしている．ボコラの乳児死亡率は 1970 年代に 高値である 37 パーセントを記録し，そ
の後 1980 年代に 24 パーセント，1990 年代には 11 パーセントに低下している．ボコラとマ
セニコの 5 歳未満と 10 歳未満死亡率はともに，1980 年代および 90 年代には，1960 年代の半
分になった．また，略奪による成人男性の死亡率は 1950 年代の 22 パーセントから 1970 年











































































































 8） ウガンダでは 1894 年に英国保護領となった後，カラモジャの象牙をめざして，象牙商人がこの地に進出した






2007 年–2010 年』［Office of the Prime Minister 2007］によると，1961 年から 62 年に植民地
政府が，ウガンダの多数民族であるバンツー系農耕民のガンダ（Ganda）を主力にした特別準
憲兵部隊を組織して， 初の武装解除を実施した．これは，カリモジョンやドドスの人びとに
「槍の季節（ekaru a mukuki）」 9）とよばれる．10）押収の対象が槍であったからである．

























10） 1955 年にカリモジョンは近隣農耕民のテソ（Teso）を攻撃して，22 人を殺害し，2,000 頭の牛を略奪した後，
いくつかの大規模な攻撃を国境をこえておこなった．これが「槍の季節」のきっかけとなった［Office of the 
Prime Minister 2007］．














を紹介してもらい，1 丁あたり牛 11 頭から 13 頭の交換で合計 7 丁の銃を入手した．帰郷後，
そのうち 4 丁をカーボンとカラパタ（Kalapata）に居住する 4 人の男性に 1 丁ずつ，1 丁あ


















2008 年 7 月モロト県ボコラ郡で筆者が実施した，郡内の半定住集落に居住する成人男性に
よって所持されている全 214 丁の銃のタイプとそれを獲得した年に関するアドリブ・サンプ
リングによると，1979 年以前に獲得した銃の数が 1 年あたり 0.6 丁にたいして，80 年代以降
は 6.5 丁へと上昇し，とくにカラシニコフ銃と G3 といった自動ライフル銃の獲得が顕著であ





［Hazama 2009］．この調査で確認された銃の 9 割近くが自動ライフル銃であった．
現代の銃の獲得方法の特徴として二点指摘できる．第一に，カリモジョンやドドスでは家畜
を介した銃の獲得がもっとも一般的であり，現金による購入はきわめてまれである．12）たとえ
ば，カリモジョンのロトメで 1999 年 2 月と 2005 年 2 月におこなった，34 丁の銃の入手経緯
の聞きとりによると，16 丁は家畜との交換により獲得したものである．銃の購入には一般に
牝牛を使用し，まれに去勢牛や小型家畜を付加していた．13）現金を介して購入されたのは 1 丁







る 古の銃である．22 丁を確認したが，abicir と logelegel によびわけられ，照準を欠く後者はより
古いタイプとされる．
2．アフトマート・カラシニコフ（Avtomat Kalashinikov）銃ないしその複製は amakana とよばれる．
調査で確認した 65 丁は 10 種［aceger，akeju-asuulu（ないし akeju-batat），asili-reng，apas，ameri-
keju，ayesengor，nakasongola，atodobokakilegit（ な い し aritongit），akwapenek，ariamakor］ に





3．G3 は aliba とよばれる．Aliba は小さな明るい緑色のハタオリドリを意味する．ケニアの警察官が典
型的に使用するタイプの銃であり，ドイツ，フランス，イスラエル製など 42 丁が確認された．




とよぶ 1980 年東アフリカ一帯を襲った大旱魃時に配給された 3 リットルオイル缶 eitabui と同じ名
前でよばれる．Acaca と loringirin の 2 種 6 丁が確認された．
6．軽機関銃は acoronga と narikot に分類される．35 丁が確認された．後者は瞬時のうちに「弾丸の鎖
（erikot）を飲み込む」と評される．
7．自己装填ライフルは epian と総称される．発射音が雷鳴（ngipian）に類似する．確認された 29 丁は
locicuwa，lokirion，nato，akosowan，elekejen に下位区分される．



















取引に特化した商人から入手していた．銃弾は，2002 年から 2006 年にかけて AK47 の銃弾 1 個あたり 500 シ















14） 銃の種類におうじた変異や時間的変動はあるが，1999 年から 2008 年までは，3 頭の牝牛にたいしてカラシニコ
フ銃 1 丁という交換レートはほぼ安定していた．
15） 本文に記した家畜との交換（16 丁）や軍からの支給（10 丁）以外の獲得方法としては，贈与（6 丁），父親か
らの移譲（1 丁），殺害した敵からの略奪（1 丁）があった．贈与の内訳は，母方オジから（2 丁），兄弟から（2








年 1 月，筆者はロトメで白い山羊皮が大樹（edurukoit: Acacia albida Del.）に巻きつけられる
のを見た．これは，その大樹の樹冠が北で接する集落に住む男が，前年 4 月に陸軍の駐屯地






トーマス［Thomas 1965］，ダイソン＝ハドソン［Dyson-Hudson 1966］，ゴーレイ［Gourlay 




































































































は，銃の存在によってはじめて可能となる．筆者は，ドドスの家族 A と家族 B の 2 家族から，
所有している家畜群の入手経緯に関する聞きとりをおこなった．表 3 より，家族 A の家畜群
では，略奪への直接参加でえた個体の数は牛，山羊ともに，出生でえられた個体数についでお
おく，家族 B の所有群では，家族 A と同様に群れの内部で誕生した個体が 多であるが，略
奪により獲得した個体数は，婚資として贈与された個体についでおおいことがわかる．
家族 A の牛群のうち，53 頭はジエとトゥルカナからうばってきたもので，1999 年 3 月，
2002 年 7 月の 2 回の略奪でジエから 31 頭を獲得し，トゥルカナからは 1996 年 10 月，2001
年 3 月，2001 年 7 月，2002 年 8 月の 4 回の略奪で 6 頭をえている．このほか，ジエから 4 頭
とトゥルカナから 12 頭の略奪個体がふくまれているが，それらの略奪時期は不明である．35
表 3　ドドスの 2家族が管理する家畜群の入手方法（2003年 3月）
入手方法
家族 A 家族 B
牛群 山羊群 牛群
（頭） （頭） （頭）
出生（apeitun） 81 39.1％ 128 64.6％ 56 48.3％
略奪（arem）* 53 25.6％ 35 17.7％ 12 10.3％
信託（akijok）** 24 11.6％ 2 1.0％ 18 15.5％
購入（agyelun） 16 7.7％ 4 2.0％ 0 0.0％
婚資の贈与（akuutun） 13 6.3％ 4 2.0％ 18 15.5％
債務の支払い（akitac） 7 3.4％ 11 5.6％ 5 4.3％
贈与（amekin） 6 2.9％ 10 5.1％ 1 0.9％
交換（akisiec） 5 2.4％ 0 0.0％ 6 5.2％
迷子の捕獲（akirapun） 2 1.0％ 3 1.5％ 0 0.0％
略奪の分配（akidier） 0 0.0％ 1 0.5％ 0 0.0％
　　　　計 207 100.0％ 198 100.0％ 116 100.0％
 *  略奪という手段で家畜をえるには，みずから参与した略奪でえた個体を略奪者集団（ngikaracuna）の
あいだで分配してうけとる場合と，自分は集落にとどまっていたが帰還した略奪者から分配をうける







頭の山羊は 2002 年 2 月にトゥルカナにたいしておこなった 1 回の略奪でえたものである．ま













































政府から武装ヘリコプターを借用して実施された 1983 年から 1984 年の武装解除である．こ
の期間中の 1983 年 12 月に，現在のナパック県のマタニ（Matany）やカンゴーレ（Kangole）
などで軍隊は集落や商店街を爆撃したが，これは，政府系の報告書では武装解除への抵抗にた
























































Integrated Disarmament and Development Programme：KIDDP）と名づけられた北東ウガンダ
への武装解除介入は，まさにその現代的典例である．24）




















（Lord’s Resistance Army：LRA） 26）による聖霊―政治的暴力主義との同一視がみられるが，そ






練を受け，警備にあたり，月給 6 万ウガンダシリングの賃金をうけとった．2002 年から 2003 年にかけての小
学校教師の平均月給は 13 万ウガンダシリング（約 75 米ドル）である．賃金労働の実利にくわえて，軍事訓練
をうけた専門集団に組織的に守護されることが，昼夜の地元民や家畜の安全を効率的に確保する手段のように
思えたために，カラモジャの家長たちは息子たちに治安部隊への加入を積極的にすすめていった．
25） The opening of a Workshop on: ‘Feasible, participatory, peaceful and sustainable disarmament of the Karimojong,’ 
organized by Action for Development of Local Communities (ADOL), in conjunction with USAID, held in Kotido, 














































2001 年から 2003 年の武装解除の実施は，アチョリでの神の抵抗軍による攻撃が活発化
するとともに，たびたび中断され，軍備が再編された後には完全にストップした．そして神
の抵抗軍が 2004 年に弱体化したとき，武装解除計画はふたたび開始された［Hollestelle and 






























をもたらした．たとえば，2005 年 7 月 28 日には，ロトメにあった半定住地で現地住民と陸軍大隊とのあいだ




2006 年 3 月以降の第三フェーズの開始の背景としては，以下のような中央政府の事情が指






ンパラ市当局はカンパラの物乞いの 8 割がカラモジャ出身者であると推計している［Etengu 







内探し，包囲捜索強襲をしかけるべき集落を駐屯部隊に密告した．2008 年 11 月時点でモロ
ト県とナカピリピリット県にはすくなくとも，バラック，デタッチメント，ブリゲード，ディ
ビジョンと 4 段階 33）に区分された，規模のことなる軍駐屯地（カリモジョン語およびドドス









31） 2006 年 10 月にはコティド県のロプヨ（Lopuyo）で軍事介入とそれへの抗戦が生じ，2 日間の戦闘で住民と軍
の双方で合わせて 78 人の死者がでた．このフェーズが開始されて 2 年間で，ウガンダ国軍により 1,500 人以上
の現地住民が殺害された．さらにこのフェーズではひきつづき，武装暴力に脆弱になっている地域にたいする
武装者による攻撃が頻繁に発生した．
32） Regional Internal Security Officer，Gombolora Internal Security Officer，Parish Intelligence Security Organizer，
































アチア・ロプステバは銃をもっていなかった．だが，2007 年 6 月，軍帽を保管していた
ために連行され，モルリンガ（Morulinga）デタッチメントに収容された．彼の兄はボコ
ラにある銃の店（注 13) を参照）で 2 頭の牝牛と 1 頭の去勢牛でカラシニコフ銃を購入し，
定住地集落の長にこの銃をわたした．集落長はデタッチメントの司令官にそれをわたし，ア
チアは解放された．








10 代 20 代 30 代 40 代 60 代 20 代 30 代 40 代
解放：銃の提出  7 10  8 25  1  1  2 27
解放：他者の証言  1 10  2  1 14  0 14
解放：現金支払い  3  2  1  6  0  6
解放：証明書の提示 *  1  1  1  1  2
未釈放  1  2  3  0  3
不明  1  1  0  1










35） Ekicul は第一子の誕生後に支払われる．支払われる家畜の数は交渉によってきめられ，山羊 10 頭から 20 頭と















表 4 からわかるように，収容者が解放された 49 事例のうち銃が提出されたのは 27 事例だ
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